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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Blade X4-2Bモデル名」
■ 5ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 7ページの「サポートとトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Blade X4-2Bモデル名
名前は Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールを識別します。

■ 1:アルファベットのXは x86製品を示します。
■ 2:最初の数字 4はサーバーの世代を示します。
■ 3: 2番目の数字 2は、プロセッサの数を示します。
■ 4:アルファベットの Bは、製品がブレードサーバーであることを示します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みのオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを備えて
おり、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納されていま
す。

■ My Oracle Support – http://support.oracle.com

■ 物理メディアのリクエスト
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詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよ
びソフトウェアアップデートの入手」を参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X4-2Bサーバーモジュール http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

X4サーバーシリーズのシステム管理 X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle System Assistant X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

シャーシ Sun Blade 6000モジュラーシステム http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

ドキュメントとフィードバック
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サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

寄稿者
主著者: Lisa Kuder、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Mike Ma、Qing-su Hu、Lu Wei、Cynthia Chin-Lee、Michael Tabor、Ralph
Woodley

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2013年 9月初版。

変更履歴
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Linux OSのインストールについて

注 – Oracle Linuxがインストール済みの Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールがある場
合、オペレーティングシステムの構成方法については、Sun Blade X4-2Bサーバーモ
ジュールインストールガイドを参照してください。

次のタスクの表を使用して、Sun Blade X4-2Bに Linuxのサポートされている
バージョンをインストールします。

手順 説明 リンク

1 サーバーの最初の設置および設定の手順を実
行します。

『Sun Blade X4-2B設置ガイド』

2 サポートされているオペレーティングシステ
ムの一覧を含め、サーバーの最新のハード
ウェアおよびソフトウェア情報を確認しま
す。

『Sun Blade X4-2Bプロダクトノート』

3 単一のサーバーまたは複数のサーバーでの
OSのインストールのオプションを確認しま
す。

10ページの「OSのインストールオプ
ション」

4 OSのインストールプロセスでのOracle
System Assistantの役割を確認します。

12ページの「Oracle System Assistant」

5 必要な手順を実行して、OSのインストール
の準備を行います。

15ページの「OSのインストールの準備」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
このセクションを使用して、Linux OSのサポートされているバージョンおよび最新
のサーバー関連情報を取得する方法について学習します:

■ 10ページの「サポートされている Linuxオペレーティングシステム」
■ 10ページの「プロダクトノートの最新情報」
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サポートされている Linuxオペレーティングシス
テム
サーバーのリリースの時点では、次の Linuxオペレーティングシステムがサポートさ
れています。

■ Oracle Linux (x64-bit): 5.8、5.9、および 6.4
■ SUSE Linux Enterprise Server (SLES): SLES 11 SP2、SP3
■ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) (x64ビット): 6.4

サポートされている最新のバージョンについては、次を参照してください。

https://wikis.oracle.com/

display/SystemsComm/Sun+Blade+Systems+Products#tab:Operating-Systems

関連情報

■ 10ページの「プロダクトノートの最新情報」

プロダクトノートの最新情報
サーバーに関する最新情報は、『Sun Blade X4-2Bプロダクトノート』で保持されて
います。プロダクトノートドキュメントには、サポートされているオペレーティン
グシステム、入手可能なファームウェア更新、およびサーバーのハードウェアまた
はソフトウェアの問題についての詳しい情報が記載されています。詳細は、『Sun
Blade X4-2Bプロダクトノート』(http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs)を参照し
てください

OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、これら 2つのインストールオプションに関する情報を示し
ます。

オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用して複数のシステムにインス
トールする方法については、次を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

サポートされている Linuxオペレーティングシステム
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のサーバーにOSをインストールし
ます。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーでローカルに実行されま
す。シャーシにサーバーを物理的に設置し終えたばかりの場合
は、このオプションを使用します。追加のハードウェアが必要で
す。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行されま
す。Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスするか、手動によるOSのイン
ストールを実行します。

注 – Oracle System Assistantは、単一のサーバーでのOSのローカルまたは
リモートインストールのためのもっとも簡単な方法です。

関連情報

■ 11ページの「単一サーバーへのインストール方法」
■ 12ページの「Oracle System Assistant」

単一サーバーへのインストール方法
Linuxインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用して、ローカ
ルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適しているかを判断
します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイス、Linux
配布メディア。詳細については、12ページの「補助付きOS
インストール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション、リダイ
レクトされたCD/DVDドライブまたは ISOイメージファイ
ル、Linux配布メディア。詳細については、12ページの「補
助付きOSインストール」を参照してください。

ローカルでのCD/DVDドライブの
使用 –サーバーに接続した物理
CD/DVDドライブを使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB CD/DVDドライ
ブ、Linux配布メディア。詳細については、12ページの「手
動によるOSインストール」を参照してください。

単一サーバーへのインストール方法
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メディアの配布方法 その他の要件

リモートでのCD/DVDドライブま
たはCD/DVDの ISOイメージの使
用 – Oracle ILOMリモートコン
ソールアプリケーションを実行して
いるリモートシステム上の、リダイ
レクトされた物理CD/DVDドライ
ブを使用します。

ブラウザを実行しているリモートシステム、物理CD/DVD
ドライブが接続されていること、Linux配布メ
ディア、サーバーの管理ポートに対するネットワークアク
セス。詳細については、12ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

補助付きOSインストール
これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用しま
す。ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイ
メージのいずれかで Linux OSインストールメディアを提供すると、Oracle System
Assistantがインストールプロセスを進め、必要に応じて必要なドライバをインス
トールします。Oracle System Assistantは、使用しているサーバーでサポートされてい
る必要があり、そのサーバーにインストールされている必要があります。

手動によるOSインストール
この方法では、ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイ
ス、CD/DVDイメージのいずれかで Linux配布メディアを提供します。必要なドライ
バを提供する必要もあります。サーバー用のドライバは、My Oracle Supportサイトか
らOS固有およびサーバー固有のパッケージとして入手できます。OSをインス
トールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

関連情報

■ 12ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、システムに組み込まれたUSBストレージデバイス上に
サーバーの一体部分として提供され、スタンバイ電源を供給すればすぐに使用でき
ます。この埋め込みのストレージデバイスには、サポートされるオペレーティング
システムおよびハードウェアを自分で選択してサーバーの使用を開始するために必
要なものがすべて含まれています。オペレーティングシステムのインストールメ
ディアを用意すれば、Oracle System Assistantでほかのすべてのものが提供されま
す。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとおりです:

■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ オペレーティングシステムが使用するドライバとツール

補助付きOSインストール
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■ サーバー固有のファームウェア
■ Hardware Management Pack
■ サーバー関連ドキュメント

関連情報:

■ 13ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、サポートされている Linux OS
のインストールに役立ちます。OSインストールメディアを提供すると、Oracle
System Assistantの手順に従ってインストールプロセスを実行できます。続い
て、サーバーハードウェア構成に基づいて、適切なドライバをインストールしま
す。

Oracle System Assistantにはローカルでもリモートでもアクセスできます。サーバーの
インストールが終了した直後の場合、Oracle System Assistantを (物理的にサーバー側
にいる間に)ローカルで使用することで、サーバーを迅速かつ効率的に起動できま
す。サーバーの稼働後は、すべての機能を維持しながら、Oracle System Assistantにリ
モートで便利にアクセスできます。

関連情報

■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
ほとんどの場合、Oracle System Assistantはサーバーにすでにインストールされていま
す。サーバーにOracle System Assistantがインストールされているかどうかを判断す
る方法、または更新およびリカバリ手順を実行する方法の詳細は、次を参照してく
ださい。

『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)

関連情報

■ 15ページの「OSのインストールの準備」

Oracle System Assistantの取得
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OSのインストールの準備

このセクションの手順を使用して、OSのインストールの準備を行います。

手順 タスク リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確
認している必要があります。

9ページの「Linux OSのインストールにつ
いて」

2 OSのインストールメディアキットをダウ
ンロードします。

15ページの「インストールメディアキット
のダウンロード」

3 選択したインストール方法に基づいてイン
ストールのセットアップを行います。

■ ローカルインストールの場合: 17ページ
の「ローカルインストールのセット
アップ」

■ リモートインストールの場合: 18ページ
の「リモートインストールのセット
アップ」

4 最適なデフォルト値をロードし、BIOS
モードを選択して、BIOSを準備します。

21ページの「BIOSの設定」

5 OSをインストールします。 25ページの「オペレーティングシステムの
インストール」

インストールメディアキットのダウンロード
このセクションでは、Linuxインストールメディアの次のダウンロード手順について
説明します。

■ 16ページの「Oracle Linuxメディアキットのダウンロード」
■ 16ページの「SLESメディアキットのダウンロード」
■ 16ページの「RHELメディアキットのダウンロード」
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▼ Oracle Linuxメディアキットのダウンロード
Oracle Linuxの場合は、Oracle e-deliveryサイトにアクセスします: http://
edelivery.oracle.com/linux

アカウントを作成します (まだ作成していない場合)。
更新された ISOイメージをダウンロードするアカウントが必要になります。

Oracle Linuxを検索してダウンロードします。

21ページの「BIOSの設定」

▼ SLESメディアキットのダウンロード
Novellアカウント情報を取得します。
ISOイメージをダウンロードするにはNovellアカウントが必要です。

SUSE Linux Enterprise Serverメディアキットを http://download.novell.comからダウン
ロードします。

21ページの「BIOSの設定」

▼ RHELメディアキットのダウンロード
企業アカウント情報を入手します。

更新された ISOイメージをダウンロードするには、企業アカウントが必要です。

Red Hat Enterprise Linux Updateメディアキットを http://rhn.redhat.comからダウン
ロードします。

21ページの「BIOSの設定」
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インストール方法のセットアップ
■ 17ページの「ローカルインストールのセットアップ」
■ 18ページの「リモートインストールのセットアップ」

▼ ローカルインストールのセットアップ
OSのローカルインストールはサーバーで実行されます。ローカルインストール方法
として推奨される手順は、Oracle System AssistantのOSのインストールタスクを使用
することです。この手順を使用して、ローカルのOracle System Assistantの補助付き
インストールまたはローカルの手動 (補助なし)インストールを設定します。

注 – OSのローカルインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールを実行
します

■ 次の項目を入手します。

■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライブまたはサムドライブ)
■ マルチポートドングルケーブル

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが推奨されます。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

サーバーモジュールの前面にあるユニバーサルコネクタポート (UCP)に 3ケーブルド
ングルを接続します。

ビデオモニターを 3ケーブルドングルのビデオコネクタに接続します。

キーボードおよびマウスをサーバーの前面のUSB接続のいずれかに (または 3ケーブ
ルドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面にあるほかのUSBコネクタに (または 3ケーブルド
ングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

21ページの「BIOSの設定」
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▼ リモートインストールのセットアップ
リモートOSインストールは、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションお
よびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたはCD ISOイメージを使用して実行さ
れます。リモートインストールのもっとも簡単な方法は、Oracle System Assistantの補
助付きOSインストールタスクを使用することです。この手順を使用して、リモート
のOracle System Assistantの補助付きインストールまたはリモートの手動 (補助なし)
インストールを設定します。

注 – CD-ROMまたはCD-ROMイメージのオプションを使用してOSをインストールす
ると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするため、インス
トールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間は、ネット
ワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このインストール方
法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高くなります。

次の要件を満たしている必要があります。

■ 『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールをすで
に実行しているはずです。

■ リモートコンソールシステムは、Solaris、Linux、またはWindowsで実行されてい
る必要があります。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークにリモートコ
ンソールシステムが接続されている必要があります。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5がインストールされている必要があります。
■ リモートコンソールシステムが Solarisを実行している場合は、リモートコン
ソールがCD/DVD-ROMドライブにアクセスできるように、ボリューム管理を無
効にする必要があります。

■ リモートコンソールシステムがWindowsを実行している場合は、Internet Explorer
の拡張セキュリティー機能を無効にします。

■ サーバーサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従ってセットアップ済みです。

■ Oracle ILOMにアクセスするための SP IPアドレスが必要です。
■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるように、サーバーのWebアク
セスが必要です。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

始める前に
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Oracle ILOMにアクセスするには、リモートコンソールシステムでブラウザにサービ
スプロセッサの IPアドレスを入力します。

「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

「I Understand the Risks」リンクをクリックします。

1

2

インストール方法のセットアップ
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「Add Exception」をクリックします。

Oracle ILOMのログイン画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、デフォルトのパスワードは changemeです。

Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

3

4

インストール方法のセットアップ
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「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

jnlpgenerator.jnlpファイルのダイアログボックスが表示されます。

「Open」をクリックします。

「Remote Console」画面が表示されます。

「Devices」メニューから、選択した配布方法に従って 1つのCD項目を選択します。

■ CD-ROMリモート。リモートコンソールシステムに接続されたCD/DVD-ROMド
ライブからオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDのコンテンツに
サーバーをリダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

■ CD-ROMイメージ。リモートコンソールシステム上にあるオペレーティングシス
テムソフトウェアの .isoイメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。

■ 21ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認すべきで
す。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方法に
ついて具体的に説明しています。

■ 22ページの「BIOSの最適なデフォルト設定のロード」
■ 22ページの「BIOSモードの設定」
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6

7
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▼ BIOSの最適なデフォルト設定のロード

注意 –この手順では、BIOSの設定をデフォルト値にリセットし、以前にカスタマイ
ズした設定をすべて上書きします。カスタマイズされた設定を維持するには、デ
フォルト値をロードする前に、各メニューを確認し、カスタマイズされた値を書き
とめます。

BIOS設定ユーティリティーには、サーバーにとって最適な BIOS設定をロードする
ためのオプションが含まれています。この手順を新しく設置されたサーバーで実行
して、BIOSが最適なデフォルト値に設定されるようにします。

■ サーバーにはストレージドライブが適切に取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されています。詳細は、17ページの「インス
トール方法のセットアップ」を参照してください。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9を押します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

22ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSモードの設定
BIOSファームウェアは、Legacy BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)の
両方のブートモードをサポートしていますが、デフォルト設定は Legacyブート
モードです。オペレーティングシステムによっては、Legacy BIOSとUEFI BIOSの両
方をサポートしているものもあれば、Legacy BIOSのみをサポートしているものもあ
ります。

次の Linux OSバージョンではUEFIブートモードがサポートされています。

■ Oracle Linux 6.x
■ RHEL 6.x
■ SLES 11.x

次の Linux OSバージョンでは、UEFIブートモードはサポートされていません。

始める前に
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■ Oracle Linux 5.x
■ RHEL 5.x
■ SLES 10.x

次は、OSをインストールする前に BIOSモードを設定するためのオプションです。

■ OSが Legacy BIOSブートモードのみをサポートしている場合は、OSのインス
トールを行う前に、BIOSがレガシーモードに設定されていることを確認する必要
があります。

■ OSが Legacy BIOSとUEFI BIOSの両方のブートモードをサポートしている場合
は、OSのインストールを実行する前に、レガシーモードとUEFIモードのいずれ
かに BIOSを設定できます。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。

「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」オプションを選択しま
す。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

25ページの「オペレーティングシステムのインストール」
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オペレーティングシステムのインス
トール

このセクションでは、OSのインストール手順について説明します。

手順 説明 リンク

1 「OSのインストールの準備」セクションを
すでに確認済みである必要があります。

15ページの「OSのインストールの準備」

2 必要に応じて、論理および物理ネットワーク
名を取得します。

25ページの「論理および物理ネットワーク
インタフェース名の特定」

3 選択した方法を使用してOSをインストール
します。

■ 30ページの「Linux OSのインストール
(Oracle System Assistant)」

■ 34ページの「Linux OSの手動によるイン
ストール」

4 サーバーのツールとドライバを更新します。 40ページの「サーバーシステムツールのイ
ンストールおよびドライバの更新」

5 OSを新しいバージョンに更新します。 43ページの「Linux OSの新しいバージョンへ
の更新」

論理および物理ネットワークインタフェース名の特定
ネットワークに接続されたサーバー用にオペレーティングシステムを構成している
ときは、各ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理名およ
び物理名 (MACアドレス)の指定が必要となる場合があります。

このセクションでは、これらの状況で必要な論理情報を取得する方法について説明
します。次のトピックについて説明します。

■ 26ページの「論理および物理ネットワークインタフェース名の特定 (Oracle Linux
またはRHEL)」

■ 27ページの「論理および物理ネットワークインタフェース名の特定 (SLES)」
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▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名の
特定 (Oracle LinuxまたはRHEL)
OracleまたはRed Hat Enterprise Linux OSのインストール時および構成時に、ネット
ワークインタフェースの論理名および物理名 (MACアドレス)を入力しなければなら
ない箇所があります。

このセクションでは、Linuxの構成時にユーザーシェルを起動して、構成を続行する
ために必要な論理および物理ネットワークインタフェース名を取得する方法につい
て説明します。

ブートプロンプトで、linux rescueと入力し、Enterを押します。

「Choose a Language」画面が表示されます。

「Choose a Language」画面で、適切な言語を選択して、「OK」をクリックします。

「Keyboard Type」画面が表示されます。

「Keyboard Type」画面で、適切な構成を選択してから「OK」をクリックします。

「Setup Network」画面が表示されます。

「Setup Network」画面で、「No」をクリックします。

「Rescue」画面が表示されます。

「Rescue」画面で、「Skip」をクリックします。

ユーザーシェルが表示されます。

コマンドプロンプト (#)で、すべてのネットワークインタフェースを表示するため
に、次のコマンドを入力して Enterを押します。
# ifconfig -a

Linux名前付きネットワークインタフェースの出力が表示されます。

複数のネットワークインタフェースが存在して、インタフェースの出力が画面に入
りきらない場合には、インタフェースごとに出力を表示できます。

各ネットワークインタフェースの出力を表示するには、コマンドプロンプトで次を
入力してから Enterキーを押します。
# ifconfig eth#

ここで、eth#はインタフェース番号です。たとえば、次のように入力した場合:

# ifconfig eth0
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eth0の出力が表示されます。

eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:14:4F:8D:52:BE

inet addr:10.182.92.196 Bcast:10.182.93.255 Mask:255.255.254.0

inet6 addr: fe80::214:4fff:fe8d:52be/64 Scope:Link

UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1

RX packets:14461296 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:1061312 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:1000

RX bytes:1282625453 (1.1 GiB) TX bytes:118834056 (113.3 MiB)

Interrupt:54 Base address:0xc000

■ 最初の列の eth0エントリは、Oracle Linux論理名付きインタフェースを指しま
す。出力の最初の列は、Oracle LinuxまたはRHELがネットワークインタフェース
に割り当てた論理名を表します。

■ 第 2列 (1行目)の 00:14:4F:8D:52:BEエントリは、ネットワークポートの物理MAC
アドレスです。

あとから参照できるように、論理ネットワークインタフェース名と物理ポートの
MACアドレスを記録します。Oracle LinuxまたはRHEL OSのインストール時にネット
ワークインタフェースを構成する際に、この記録を参照する必要があります。

完了後、次のいずれかを行なって、ユーザーシェルを終了します。

■ Oracle ILOMで、「Remote Control」>「Remote Power Control」>「Reset」を選択し
ます。

■ Oracle ILOMリモートコンソールの「Keyboard」メニューで、「Ctrl Alt Delete」を選
択します。

■ その他のコンソールでは、Ctrl-Alt-Deleteを押します。

OSインストールプログラムを再起動します。

■ 30ページの「Linux OSのインストール (Oracle System Assistant)」
■ 34ページの「Linux OSの手動によるインストール」

▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名の
特定 (SLES)
SUSE Linux Enterprise Server OSのインストール時および構成時に、ネットワークイン
タフェースの論理名および物理名 (MACアドレス)を入力しなければならない箇所が
あります。

8
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このセクションでは、SUSE Linux OSの構成時にユーザーシェルを起動して、構成を
続行するために必要な論理および物理ネットワークインタフェース名を取得する方
法について説明します。

ラベルから、すべての物理ポートのMACアドレスを見つけて記録します。

まだ行なっていない場合は、「Rescue System」を選択して、Enterを押します。
メッセージ Loading Linux Kernelが表示され、それに続いて SUSEスプラッシュ画
面、「Choose a Keyboard Map」画面が表示されます。

「Choose a Keyboard Map」画面で、適切なキーボード構成を選択して、「OK」をク
リックします。
ユーザーシェルが起動して、「Rescue Login」プロンプトが表示されます。

「Rescue Login」プロンプトで、rootと入力してログインし、Enterを押します。
レスキュープロンプトが表示されます。

レスキュープロンプト (#)で、次のコマンドを入力してから Enterを押して、すべて
のネットワークインタフェース (アクティブおよび非アクティブ)を表示します。
# ifconfig -a

Linux SUSEの名前付きおよび物理名付きネットワークインタフェースの出力が表示
されます。見つかった各インタフェースについて、次の例のような出力が一覧表示
されます。
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 00:14:4F:8D:52:BE

inet addr:10.182.92.196 Bcast:10.182.93.255 Mask:255.255.254.0

inet6 addr: fe80::214:4fff:fe8d:52be/64 Scope:Link

UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1

RX packets:14463420 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:1061441 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:1000

RX bytes:1282809896 (1.1 GiB) TX bytes:118848836 (113.3 MiB)

Interrupt:54 Base address:0xc000

eth1 Link encap:Ethernet HWaddr 00:14:4F:8D:52:BF

BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1

RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:1000

RX bytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

Interrupt:21 Base address:0x2000

eth2 Link encap:Ethernet HWaddr 00:14:4F:8D:52:C0

BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1

RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:1000

RX bytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

Interrupt:44 Base address:0x6000

始める前に
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eth3 Link encap:Ethernet HWaddr 00:14:4F:8D:52:C1

BROADCAST MULTICAST MTU:1500 Metric:1

RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:1000

RX bytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

Interrupt:47 Base address:0xa000

lo Link encap:Local Loopback

inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0

inet6 addr: ::1/128 Scope:Host

UP LOOPBACK RUNNING MTU:16436 Metric:1

RX packets:44421 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:44421 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:0

RX bytes:4976408 (4.7 MiB) TX bytes:4976408 (4.7 MiB)

■ 最初の列の eth0エントリは、オペレーティングシステムによって割り当てられた
Ethernetインタフェースの論理名です。最初の列の loエントリは、ループバック
インタフェースです。

■ 第 2列 (1行目)の HWaddr 00:14:4F:8D:52:BEエントリは、ネットワークポートの物
理MACアドレスです。

複数のネットワークインタフェースが存在して、インタフェースの出力が画面に入
りきらない場合には、インタフェースごとに出力を表示できます。

# ifconfig eth#

ここで、eth#はインタフェース番号です。

あとから参照できるように、SUSE論理ネットワークインタフェース名と物理ポート
のMACアドレスを記録します。

Linux SUSE OSのインストール時にネットワークインタフェースを構成する際に、こ
の記録を参照する必要があります。

レスキューシェルを終了するには、次のいずれかを行います。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」>「Remote Power Control」
>「Reset」を順に選択します。

■ ほかのコンソールのレスキュープロンプト (#)で、rebootと入力して Enterキーを
押します。

SLESインストールプログラムを再起動します。

■ 30ページの「Linux OSのインストール (Oracle System Assistant)」
■ 34ページの「Linux OSの手動によるインストール」
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▼ Linux OSのインストール (Oracle System Assistant)
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、サポートされている Linux OS
のバージョンの補助付きOSインストールを提供します。

■ サーバーストレージドライブを準備します。詳細は、『Sun Blade X4-2B設置ガイ
ド』を参照してください。

■ 15ページの「OSのインストールの準備」の手順を実行します。
■ OSのインストールおよび構成プロセス中、論理および物理ネットワーク名を指
定することが必要な場合があります。詳細は、25ページの「論理および物理
ネットワークインタフェース名の特定」を参照してください。

■ ローカルインストールの場合は、プロンプトが表示されたら、接続された物理
CD/DVD-ROMドライブにインストールメディアを挿入します。

■ リモートインストールの場合は、リモートコンソールシステムのCD/DVD-ROM
ドライブにインストールメディアを挿入します。リモートコンソール
の「Devices」メニューから、CD-ROMを選択していることを確認してください。

■ ISOイメージを使用する場合は、リモートコンソールシステムからアクセスでき
ることを確認します。リモートコンソールの「Devices」メニューか
ら、「CD-ROM Image」を選択していることを確認してください。

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバーをブートし、ビデオモニターまたはリモートコンソール画面を注視し
て、F9キーを押してOracle System Assistantを起動するように求めるプロンプトが表
示されるのを待ちます。

始める前に
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プロンプトが表示されたら F9キーを押します。

Oracle System Assistantのメイン画面が表示されます。

Oracle System Assistantアプリケーションを更新するには、「Get Updates」ボタンをク
リックします。

このアクションにより、OSのインストール開始前に、アプリケーションのファーム
ウェアおよびドライバが確実に最新のものになります。

注 – Oracle System Assistantを更新するには、サーバーのWebアクセスが必要です。
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サーバーのファームウェアを更新するには、「Update Firmware」ボタンをクリック
します。

このアクションにより、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアが
確実に最新のものになります。
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OSをインストールするには、「Install OS」ボタンをクリックします。
「Install OS」画面が表示されます。

「Select Operating System」ドロップダウンリストから、OSを選択します。

BIOSモードを選択します。詳細。21ページの「BIOSの設定」を参照してください。

「Select your install media location」セクションで、インストールメディアの場所を指
定します。
これはOS配布メディアの場所です。CD/DVDドライブを接続した場合は、ドロップ
ダウンリストに表示するために「Refresh」ボタンのクリックが必要になることがあ
ります。

デバイスを選択するには、「View Installation Options」をクリックします。
これは、OSをインストールするデバイスです。

注意 –データの損失。OSのインストールによって、ディスクの内容が消去されま
す。選択したディスク上のデータはすべて消去されます。

OSのインストールを開始するには、「Install OS」をクリックします。
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プロンプトに従ってインストールを完了します。
サーバーがブートします。

40ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

Linux OSの手動によるインストール
Linux OXをインストールするためのもっとも簡単な方法は、Oracle System Assistantア
プリケーションを使用することです。詳細については、30ページの「Linux OSのイ
ンストール (Oracle System Assistant)」を参照してください。

次のセクションの手順を使用して、Oracle System Assistantの補助なしで、Linux OSを
手動でインストールします:
■ 34ページの「Oracle Linuxの手動によるインストール」
■ 36ページの「SLESの手動によるインストール」
■ 38ページの「RHELの手動によるインストール」

▼ Oracle Linuxの手動によるインストール
この手順を使用して、Oracle System Assistantを使わずにOracle Linux OSをインス
トールします。

■ 15ページの「OSのインストールの準備」セクションの手順を実行します。
■ このインストールを完了するには、次のOracle Linuxインストールに関する記事
が必要です。
■ Oracle Linux 5の場合は、次にアクセスします。

http://www.oracle-base.com/

articles/linux/OracleEnterpriseLinux5Installation.php

■ Oracle Linux 6の場合は、次にアクセスします。
http://www.oracle-base.com/articles/linux/OracleLinux6Installation.php

My Oracle SupportからOS固有の ZIPパッケージファイルをダウンロードしま
す。『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソフトウェア
アップデートの入手」を参照してください。

ファイルをサーバーからアクセス可能な場所に解凍します。
これらは、サーバー用のOS固有のドライバおよび追加ソフトウェア (ツール)で
す。フォルダファイルシステム構造の詳細は、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガ
イド』を参照してください。

Linux配布DVDを挿入するか、または ISOイメージ配布メディアにアクセスします。
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サーバーの電源を入れるか、リセットします。

コンソールに BIOSメッセージが表示されます。

メッセージで一連の選択肢が表示されたら、F8キーを押します。

しばらくすると、メニューにブートデバイスの選択肢が表示されます (次の例を参
照)。

リストからブートデバイスを選択します。

物理CD/DVDまたは ISOイメージからブートするには、「CD/DVD」を選択しま
す。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

使用するインタフェースのタイプによって、ブートプロンプトで次のいずれかを実
行します。

■ テキストモード:

boot: linux textコマンドを入力します。
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■ グラフィカルモード:

ブートプロンプトで Enterを押します。

インストールを完了するには、この手順の最初に記載されているバージョン固有の
インストールに関する記事を参照してください。

注 – Linux以外にインストールされているオペレーティングシステム (たとえばOracle
Solaris OS)があれば、インストールプロセスでパーティションとして表示されま
す。そのパーティションにOracle Linuxをインストールすると、OSが上書きされま
す。そのパーティションを保持する場合は、Oracle Linuxを別のパーティションにイ
ンストールする必要があります。

40ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

▼ SLESの手動によるインストール
■ 15ページの「OSのインストールの準備」セクションの手順を実行します。
■ ネットワークに接続されたサーバー用にオペレーティングシステムを構成してい
るときは、各ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理
名および物理名 (MACアドレス)を指定する必要があります。詳細は、25ページ
の「論理および物理ネットワークインタフェース名の特定」を参照してくださ
い。

■ メディアキットに含まれている SLES OSインストールガイドを入手します。

My Oracle SupportからOS固有の ZIPパッケージファイルをダウンロードしま
す。『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソフトウェア
アップデートの入手」を参照してください。

ファイルをサーバーからアクセス可能な場所に解凍します。

これらは、サーバー用のOS固有のドライバおよび追加ソフトウェア (ツール)で
す。ファイルシステム構造の詳細は、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

Linux配布DVDを挿入するか、または ISOイメージ配布メディアにアクセスします。
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サーバーの電源を入れるか、リセットします。

コンソールに BIOSメッセージが表示されます。

メッセージで一連の選択肢が表示されたら、F8キーを押します。

しばらくすると、メニューにブートデバイスの選択肢が表示されます (次の例を参
照)。

リストからブートデバイスを選択します。

物理CD/DVDまたは ISOイメージからブートするには、「CD/DVD」を選択しま
す。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

OSインストールガイドの手順に従って、システムソフトウェアのインストールを完
了します。
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注 – Linux以外にインストールされているオペレーティングシステム (たとえば Solaris
OS)があれば、インストールプロセスでパーティションとして表示されます。その
パーティションに SLESをインストールすると、OSが上書きされま
す。パーティションを保持する場合は、SLESを別のパーティションにインストール
する必要があります。

40ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

▼ RHELの手動によるインストール
■ 15ページの「OSのインストールの準備」セクションの手順を実行します。
■ ネットワークに接続されたサーバー用にオペレーティングシステムを構成してい
るときは、各ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理
名および物理名 (MACアドレス)を指定する必要があります。詳細は、25ページ
の「論理および物理ネットワークインタフェース名の特定」を参照してくださ
い。

■ メディアキットに含まれているOEM OSインストールガイド。

My Oracle SupportからOS固有の ZIPパッケージファイルをダウンロードしま
す。『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソフトウェア
アップデートの入手」を参照してください。

ファイルをサーバーからアクセス可能な場所に解凍します。

これらは、サーバー用のOS固有のドライバおよび追加ソフトウェア (ツール)で
す。ファイルシステム構造の詳細は、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

Linux配布DVDを挿入するか、または ISOイメージ配布メディアにアクセスします。

次の手順

始める前に

1

2

3

Linux OSの手動によるインストール

Sun Blade X4-2B Linuxオペレーティングシステムインストールガイド • 2013年 9月38

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs


サーバーの電源を入れるか、リセットします。

コンソールに BIOSメッセージが表示されます。

メッセージで一連の選択肢が表示されたら、F8キーを押します。
しばらくすると、メニューにブートデバイスの選択肢が表示されます (次の例を参
照)。

リストからブートデバイスを選択します。

物理CD/DVDまたは ISOイメージからブートするには、「CD/DVD」を選択しま
す。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

使用するインタフェースのタイプによって、ブートプロンプトで次のいずれかを実
行します。

■ テキストモードの場合、boot: linux textコマンドを入力します。

■ グラフィカルモードの場合、ブートプロンプトで Enterを押します。
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インストールプロセスのこれ以降の手順については、『RedHat Enterprise Linux
Installation Guide』を参照してください。

注 – Linux以外にインストールされているオペレーティングシステム (たとえば Solaris
OS)があれば、インストールプロセスでパーティションとして表示されます。その
パーティションにRHELをインストールすると、OSが上書きされま
す。パーティションを保持する場合は、RHELを別のパーティションにインストール
する必要があります。

40ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

サーバーシステムツールのインストールおよびドライバ
の更新

これらの手順では、Oracle System AssistantまたはダウンロードしたOS固有のソフト
ウェアパッケージに含まれているソフトウェアを使用して、サーバーシステム
ツールにアクセスし、システムドライバを更新する方法について説明します。

■ 40ページの「サーバーシステムツールのインストール」
■ 41ページの「システムドライバの更新またはインストール」

▼ サーバーシステムツールのインストール
Oracle Hardware Management Pack、LSI MegaRAID Storage Manager、MegaCLIなどの
サーバーシステムツールは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウンロード
した Linux OSソフトウェアパッケージに含まれています。この手順を使用し
て、ツールをインストールします。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細は、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソ
フトウェアアップデートの入手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。
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c. 解凍されたディレクトリファイルシステム内で、Linux OS Toolsフォルダに移動
します。

Linux/OS_name/version/Tools/tool

ここで、OS_nameは、インストールされたOS (OL (Oracle Linux)、RHEL (Red
Hat)、SLES (SUSE)など)で、versionは、インストールされた Linux OSの
バージョンで、toolは、ツール (MSM、MegaCLI、hmp-toolsなど)です。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. 次のパス構造を使用して、適切な Linux OS Toolsフォルダに移動します。
Linux/OS_name/version/Tools/tool

ここで、OS_nameは、インストールされたOS (OL (Oracle Linux)、RHEL (Red
Hat)、または SLES (SUSE))で、versionは、インストールされた Linux OSの
バージョン、toolは、ツール (MSM、MegaCLI、または hmp-tools)です。

ソフトウェアツールをインストールするには、ツールのディレクトリにある .txt

ファイルを参照してください。

詳細については、次のドキュメントを参照してください。

■ Oracle Hardware Management Packの場合は、次を参照してください。
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

■ LSI MSMの場合は、次を参照してください。
http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspx

41ページの「システムドライバの更新またはインストール」

▼ システムドライバの更新またはインストール
Oracle System Assistantは、OSのインストールプロセス中に、サポートされているほ
とんどのドライバをインストールします。OSのインストール後に個々のドライバを
インストールまたは更新する、またはすべてのドライバを更新するには、.rpm

ファイルまたは Linux OS InstallPackアプリケーションをそれぞれ使用しま
す。InstallPackアプリケーションおよび .rpmファイルは、USBドライブ上のOracle
System AssistantソフトウェアおよびダウンロードしたOS固有のソフトウェア
パッケージに含まれています。
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次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OSから、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動します。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. 次のパス構造を使用して、適切な Linux OSフォルダに移動します。

Linux/OS_name/version

ここで、OS_nameは、インストールされたOS (OL (Oracle Linux)、RHEL (Red
Hat)、または SLES (SUSE))、versionは、インストールされた Linux OSの
バージョンです。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細は、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソ
フトウェアアップデートの入手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

c. 解凍されたディレクトリファイルシステム内で、Linux OS InstallPackフォルダ
に移動します。

Linux/OS_name/version/InstallPack

ここで、OS_nameは、インストールされたOS (OL (Oracle Linux)、RHEL (Red
Hat)、または SLES (SUSE))、versionは、インストールされた Linux OSの
バージョンです。

次のいずれかを実行します。

■ すべてのサポートされているドライバを更新またはインストールするに
は、InstallPackディレクトリに移動し、InstallPack.pyファイルを実行します。

Linux/OS_name/version/InstallPack

InstallPackアプリケーションの指示に従い、ドライバの更新を完了します。

■ その他のドライバを更新またはインストールするには、ドライバディレクトリに
移動し、.rpm ファイルをダブルクリックします。

Linux/OS_name/version/Drivers/driver。ここで、driverは、ドライバを含むディレ
クトリ名です。
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Linux OSの新しいバージョンへの更新
次のセクションの手順を使用して、Linux OSを新しいバージョンに更新します。

■ 43ページの「Oracle Linuxオペレーティングシステムバージョンの更新」
■ 43ページの「SLESオペレーティングシステムバージョンの更新」
■ 44ページの「RHELオペレーティングシステムバージョンの更新」

▼ Oracle Linuxオペレーティングシステム
バージョンの更新
サーバーにOracle Linuxがインストールされている必要があります。

Oracle Linuxオペレーティングシステムの更新方法を選択します。

■ Oracle Unbreakable Linux Network (ULN)のインストールの場合は、ローカル yumリ
ポジトリを作成し、yumとup2dateを構成して、そこから更新パッケージをイン
ストールします。

http://public-yum.oracle.com/を参照してください。

■ Unbreakable Linux NetworkサポートなしのOracle Linuxインストールの場合
は、Oracle Public yumサーバーと yumクライアントを使用して更新をインストール
します。

http://public-yum.oracle.com/を参照してください。

注 –この yumサーバーの使用には、いかなるサポートも提供されません。エ
ラッタ、セキュリティーパッチ、およびその他の更新が必要な場合は、http://

linux.oracle.com/にあるOracle Unbreakable Linux Network (ULN)を使用してくだ
さい。

▼ SLESオペレーティングシステムバージョンの更新
この手順では、YaSTを使用して SLESを更新します。

YaSTは、テキストモードとグラフィカルモードの両方で動作可能です。ここでの指
示は、両方に適用されます。

Novell Customer Centerのユーザー名とパスワード、および SLES製品のアク
ティベーションコードを取得します。

スーパーユーザーとしてログインします。

始める前に

●

始める前に

1
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YaSTオンラインアップデートサービスを開きます。
# you

YaSTユーザーウィンドウが表示されます。

ネットワークファイアウォールに保護されていて、インターネットにアクセスする
ためにプロキシサーバーを使用する必要がある場合には、正しいプロキシ情報で
YaSTを構成します:

a. 「Network Services」タブをクリックします。

b. 右側に表示されている「Proxy」画面をクリックします。

c. HTTPフィールドとHTTPSフィールドの両方に、正しいプロキシURLを入力しま
す。

d. YaSTを終了します。

e. 次のコマンドを入力します:
# rug set-prefs proxy-url proxy URL

ここで、proxy URLは、プロキシサーバーの完全修飾URLです。例:

http:// proxy.yourdomain:3128/

f. YaSTを再起動します。

Novell Customer Centerに登録するには、次の手順に従います。

a. 「Software」タブをクリックします。

b. 「Novell Customer Center Configuration」を選択し、指示に従います。
これには、Novell Customer Centerのユーザー名とパスワード、および SLES製品の
アクティベーションコードが必要です。

ソフトウェアの更新を実行するには、「Online Update」タブを選択します。

▼ RHELオペレーティングシステムバージョンの更
新
サーバーにRHELがインストールされている必要があります。

サーバーがWebにアクセスできる必要があります。

2

3

4

5

始める前に
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yum更新プログラムを実行します。
# yum

質問に答えて選択内容を決定したあと、パッケージをダウンロードしてインス
トールします。

yumを使用して、システムを定期的に更新する必要があります。

詳細は、マニュアルページを参照してください。次のように入力します。
# man yum

1

2

Linux OSの新しいバージョンへの更新
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